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要旨
 幼児教育で日常的によく使われる言葉「遊びこむ」は，幼稚園や保育園の現場で活きて働いている言葉である。「遊びこ
む」という慣用語は，幼児教育の世界で幼児と関わる大人が幼児について用いる独特の「言葉」（「専門用語」）として浸透
してきている。「遊びこむ」について，保育現場でのインタビューを通し，幼児教育の中で活きてきた専門用語として立証
していく。また，保育者が子どもの「遊びこむ」姿をどのように捉え，見極めているのかなど，保育者の「遊びこむ｣姿を
捉える視点について検討し，子どもへの援助について保育者同士が共有していく必要性を明らかにする。
１．本研究の背景と意義 
2018年度から施行された幼稚園教育要領 1 や幼保連携
型認定こども園教育・保育要領 2，保育所保育指針 3 では，
幼児期に育てたい資質・能力とは「生きる力」の基礎と
なるものを三つの柱として示された。 
・知識及び技能の基礎
・思考力，判断力，表現力の基礎
・学びに向かう力，人間性を基礎
この柱を基に「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」
として 10 項目挙げている。 
 幼稚園教育要領には，遊びを通して総合的な指導を行
うこと，幼児の主体性と教師の意図の必要性が記されて
いる。そのことを踏まえても，幼児「教育」の世界での
「遊び」は，ひたすら楽しさや充足だけを追求する活動
ではない。幼児教育における「遊び」は，一連の教育・
学習活動のうちにあり，「何かを学び，何かができるよう
になる」という「目的」を達成するための「道具」ない
し「手段」である。「遊び」は，一定の教育や学習の「目
的」であり，それも「遊び」の「うち」にではなく，「遊
び」の「そと」や「うえ」にある「目的」を達成するた
めに，「道具」や「手段」として利用されるのである。道
具や手段として利用される「遊び」は，そんなふうに「遊
ぶ」ことを勧められる当人にとっては，面白くもおかし
くもなくなってしまう。指示され，指導されて，主体的
に遊ぶというより，遊ばされてしまうことになってしま
う。保育者の援助がいかに重要であるということである。 
幼児教育関係者たちにとっては，「遊び」は，一方で，
もっとも大切な教育の「場」であり「手段」である。し
かし，他方で，教育の「場」や「手段」として利用され
れば，「遊び」は本来の「遊び」ではなくなる。このこと
も，よくわかっている。幼児教育関係者たちは，幼児た
ちを遊びによって教育するが，その「遊びとも言えない
遊び」で，なんとか幼児たちを楽しませ満足させたい。
遊びの中に，子ども 4 の思いや意欲といったものが子ど
も自身から湧き出てくることを願っているのである。
秋田は，子どもの遊んでいる心理状況の深さを示すた
めに，「打ちこむ」という既存の語を用いて「遊びこむ」
という造語を案出したと記している5。さらに「遊びだす
―遊ぶ―遊びこむ―遊びきる」という階梯で遊びの展開
過程が表現できるとしている。秋田によれば「遊びこむ」
は，一つの遊びが広がりや深まりをもって子どもの心の
うちで展開していく様相を示した言葉である。子どもが
「遊びこむ」と，そのことは子どもの心にくっきりと刻
み込まれ，後々まで記憶される。この記憶とともに，明
日の遊びへの期待も生まれる。子どもは，それ自体楽し
いから遊ぶのであり，評価を気にしたり，結果にとらわ
れたりしているわけではない。自分たちで進んで創意工
夫し，集中する。そこでは，その子のその子らしさが生
かされる。これが遊びこむことだと，秋田は記している。 
しかし，「遊びこむ」という言葉は，秋田が『幼稚園じ
ほう』で記すより前から，保育者たちによって日常的に
使われていたとの認識が筆者にはある。すなわち，幼児
教育の現場で長く働いてきた経験により，「遊びこむ」と
いう言葉にはまったく違和感がない。これが新しい表現
や造語だという感覚は，まったくない。むしろ，秋田の
言及のはるか前から幼稚園現場で生まれ頻繁に用いられ
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ている慣用語だと考えられる。 保育は，子どもの主体性を培うことをめざす。従って，
子どもたちは受け身に「遊ばせられる」のではなく，
能動的主体的に「遊びこむ」のでなければならない。そ
れこそが保育者の願いである。だからこそ，この願いを
込めて「遊びこむ」という言葉が生み出され用いられて
きたのではなかろうか。この葛藤する思いが，「自由遊び」
という奇妙な言葉を生み出し，「遊びこむ」という慣用語
を通用させていると考えることができる。「遊びこむ」と
いう慣用語は，閉鎖的な仲間集団を作り出すというより
も，むしろ密な専門家集団を生み出している。「遊びこむ」
という慣用語の生成と専門家集団の生成との間には，生
産的な循環がある。
幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続の在り方に関
する調査研究協力者会議」（第 9 回）の記録には，次の
文言がある6。 
『「適切に遊びこむ環境」の「遊びこむ」という表現に
ついてだが，遊びに夢中になるとかそういう意味だと思
うが，遊びこむという状況はいったいどういう状況なの
かをていねいに説明した方がよいのではないか。』
「遊びこむ」という言葉は，現場で慣用語として用い
られ，官庁の公用語としても援用されている。しかし，
この言葉に，はっきりとした共通理解は存在しない。
「遊びこむ」という言葉には，幼児の遊びや言語を捉
える独特の見方が込められており，また，保育の質の向
上を願う保育者たちの思いが込められているものと考え
られる。さらにこの言葉を共有し使うことによって，保
育者たちは，幼児教育の専門性を獲得し共有し磨いてい
くものとも考えられる。そこで本研究では，「遊びこむ」
という慣用語が幼児教育の専門用語として，広がり，活
きて共有されている現況を明らかにしたい。
保育において，保育者が子どもの遊びをどう捉えてい
くか，遊びを見守り，遊びを援助していくかが，保育の
質に関わることだと考える。保育者は，子どもの遊ぶ姿
に「遊びこむ」姿を求める。しかし，この「遊びこむ」
という姿がどういう状態なのか，どう遊びに向き合って
いる状態なのかということが明確にはされていない。
保育者は，子どもが「遊びこむ」姿を求めている。し
かし，子どもの育ちとして，「遊びこむ｣姿を保育者間で，
共有しているのかという疑問がある。そこで，保育者の
捉える子どもの「遊びこむ」姿を分析し，保育実践を取
上げ，保育者の援助について検討する。
２．研究方法 
（1）調査期間 
2017 年 5 月～2019 年 5 月までの 2 年間とする。 
（2）調査方法と手段 
A 市，K 市，I 市にある公立幼稚園 5 園に調査協力
を依頼し，一人 20 分から 30 分，構造化したインタ
ビューを行った。内容は，子どもが「遊びこむ」姿に
ついて以下の 3 項目である。 
① 子どもたちの「遊びこむ」姿をどう捉えているか。 
② 子どもたちの「遊びこむ」姿は具体的に遊びの中
でどのような姿か。
③ 「遊びこませる」ために保育者の援助とは。
インタビューした内容を以下のような手続きを取り
ながら，KJ 法を用いて分析を行った。 
1) IC レコーダーに録音した内容をすべて起こし，遂
語録を作成した。
2) 遂語録を読み込み，インタビュー内容の①，②，
③に該当する箇所を抽出した。
3) ①，②，③それぞれについて，類似するものにつ
いて分類した。
さらに，保育研究会に参加し，保育の展開，保育者
の援助などを協議した。保育指導案や記録，保育者の
学級経営などから，保育者の子どもの育ちへの願いを
知り，「遊びこむ」という視点の保育の援助について，
総合的に考察していく。
（3）調査者対象者 
表１ インタビューの対象者(幼稚園)と経験年数 
幼稚園 保育者/経験年数 人数
I幼稚園 園長(37)主任(20)担任(5･3･15） 5名
S1幼稚園 園長(39)主任(25)担任(9）
加配教諭(3・5)保育推進教諭(4） 
6名
K幼稚園 園長(38)主任(21)担任(8･9･20)
加配教諭(5)保育推進教諭(28） 
7名
O幼稚園 園長(40)主任(30)担任(3･12･12･18)
加配教諭(6･8) 
8名
S2幼稚園 園長(37)主任(28)担任(4･15･11） 5名
合計 31 名
（4）倫理的配慮 
 調査者が，研究の主旨と内容を書面と口頭にて事前
に伝え，承諾を得た。研究するにあたって，詳細（日
時・氏名など）は公開せず，個人が特定できないよう
に留意した。
３．調査結果 
インタビューは園長，主任，担任，加配教諭，保育推
進教諭など子どもと関わる幼稚園教諭免許状を取得して
いる 31 人に行った（表 1）。 
次にインタビューについてまとめた表を記す（表 2）。
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（1）保育者の遊びこむ姿を捉える視点 
表２ I 幼稚園・SI 幼稚園のインタビュー① 
子どもの遊びこむ姿について 
園
長 
現在持っている力(興味，関心)から，外部からの刺
激や情報を取り込んで，さらなる動機を高めて活
動すること。小学校の新しい教育要領の中にアク
ティブラーニングという言葉が新たに出て，深い
学びということに言葉が変わった。結局は，遊び
こむ姿というのは，子ども同士が，響き合いなが
ら，今やっていることよりもさらに遊びを発展さ
せることを遊びこむといい，現在持っている力，
興味関心から外からの刺激や情報を取り込んで更
なる動機を高めて活動することが遊びこむことだ
と考えている。 
主
任 
教
諭 
遊びこむという言葉の概念は，まず自分から遊ぶ
ということ，夢中になって遊ぶ，継続して遊ぶ，
そしてまた友達と一緒に発展させて遊ぶ，最初は
一人からの遊びでも遊び込むことがあると思う。
とにかく，大人に遊ばれているわけではなく，ゲ
ームに遊ばれているわけでもなく，自分から何か
を見つけて遊ぶことが遊び込むということだと考
える。「遊ぶ」と「遊びこむ」との違いは，遊ぶは，
軽い，単発的でもその場その場で楽しめたら遊び
を楽しんでいるということ，遊び込むということ
は，昨日もしたけど今日もしたい，明日もしたい，
友達と一緒にしたい，このことをみんなに知らせ
たい，みんなの気持ち相手の気持ちを聞いてそん
な遊びもあるのだと発展させていきたい，遊びの
深まり，広がりにつながっていくことだと思う。
自分から遊ぶー夢中で遊ぶー継続して遊ぶー(友達
と)発展させて遊ぶこと。 
年
長
担
任 
自分が好きなことを見つけて，そのことについて
いろいろ気が付いたり，不思議だなと思ったり，
なぜだろうと思ったり，いろいろな感情を動かし
ながら遊んでいく姿。            
「遊ぶ」のイメージは，遊びを転々としていく。
単発的な感じだと思う。「遊びこむ｣は遊びがつな
がったり，広がったりしていくこと。 
年
少
担 
任 
 
やってみる－うまくいく，うまくいっていない－
考える－またやってみる。繰り返しの中で，アイ
ディアを出したり，真似たりして遊ぶ。繰り返し 
遊ぶことで，子どもたち同士でルールができて，
子ども同士の関わりを通して相手の考えを知り，
自分の思いを伝え，気持ちを伝え合う。友達同士
で遊び込むと，1 人で遊びこむということもあるの
かなと思う。遊びこむということを改めて考える
きっかけになった。 
年
少
担
任
 
夢中になっている(集中して遊んでいる)。自分から
積極的に取り組む(主体的に取り組んでいる)。自分
なりに工夫している(想像力)，友達と自分の思いを
出し合いながら遊ぶ(協同性)，どんどん遊びが発展
していく(1 つのことから) 
園
長
 
もくもくと遊び，何度も繰り返して遊んでいる姿。
失敗してもあきらめずに向かっていくような姿だ
と思う。 
主
任
教
諭
真剣な表情で取り組んでいる。心を動かして，遊
んでいる姿だと思う。自分たちで探求していく，
友達と共感していく，達成感や満足感が感じられ
る遊びが遊びこんだ時に得られる。 
年
少
組
担
任
 
好きな遊びの中で，毎日同じ遊びを繰り返す中で，
この遊びが好きだという思いで，遊んでいる姿だ
と思っている。設定保育の中では，先生から遊び
を提供していく感じなので，「遊びこむ」姿は感じ
ていない。子どもが夢中になっている姿，友達と
の会話が盛り上がっている時に遊びこんでいると
思う。 
加
配
教
諭
担当の子どもが，好きな遊びを見つけて，してみ
たいと思えることを探して，一緒にする中で，楽
しい，もう一度したいと思った時にうれしい表情
をしたときは遊びこんでいくことにつながればと
思い関わっている。 
加
配
教
諭
友達の中にいることがうれしいという子たちなの
で，みんながしていることを伝えて，一緒にして
みることを誘ったりしている。遊びこむというと
ころまでいかないが，興味を持って，繰り返しを
楽しんでいくように「できたね」「面白いね」と気
持ちを受け止めて，認めている。 
保
育
推
進
教
諭
目を輝かせて，夢中になって遊んでいる姿。何度
も繰り返し，「先生，見て」と褒めてほしくて一生
懸命していることも遊びこんでいるから楽しんで
いると思う。好きな遊びを見つけられない子もい
るが，友達の遊びを見て仲間に入れてもらうこと
で，段々と楽しくなっていって，「こうしてみよう」
「ああしてみよう」と相談して遊ぶようになって
くると，遊びが楽しくなってきて，遊びこむこと
になっていっていると感じる。 
 
 インタビューを行った他の 3 園についても上記の表の
ようにまとめた（ここには抜粋で 2 園を記す）。 
 下記にインタビューの下線部分をカテゴリーとして，
語彙を抜粋し記す。 
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上記の抜粋した内容を次のように楽しむ姿・挑戦する
姿・遊びを友達と共有する姿の三つに分類した。 
① 生き生きとのびのびと遊ぶ姿・もくもく遊んでいる
姿・本気で楽しむ・子どもが夢中になって遊ぶ姿・
楽しくて仕方がない 
② 自分分なりにイメージや目的があって，そのことに
没頭している様子・動機を高めて活動する姿・挑戦
していく姿 
③ 自分から遊ぶー夢中で遊ぶー継続して遊ぶー(友達
と)発展させて遊ぶこと・響き合い遊びを発展させる
こと 
①は，最初は一人からの遊びでも自分から何かを見つ
けて遊ぶこと。それが楽しくなり夢中になっていく姿を
捉えている。②は，自分から積極的に取り組む（主体的
に取り組んでいる）姿。何かにチャレンジしている姿を
捉えている。③は友達と自分の思いを出し合いながら遊
ぶ（協同性），どんどん遊びが発展していく姿を捉えてい
る。①から②への発展，①から③への発展もありえるし，
②から③への発展もありえる。保育者は，「遊びこむ」姿
を子どもの遊びの内容や遊びへの向き合い方によって捉
えていることを理解した。 
保育者は，遊びの中に，子ども一人一人の思いがある
ことを受け止めている。子どもたちが「遊びこむ」に向
かうことで，子どもたちの中に育っていく力があること
を実感している。子どもの遊びを「価値があるもの」と
して捉え，遊びに見通しをもち，その力が生きる力につ
ながっていくと捉えている。子どもたちの様々な経験の
先に，もくもくと，じっくり，心を動かすことで，主体
性や協同する喜びがあることを見据えている。
（2）保育者が捉えた具体的な子どもの遊びこむ姿 
保育者が子どもたちの遊ぶ姿から「遊びこんでいる」
と捉えた場面を話してもらった。次の表 3 は，アンケー
ト行った 31 人の遊びの場面をまとめたものである。 
表３「遊びこむ」姿を捉えた場面 (複数回答有) 
遊  び  の  場  面 数
自然との関わりの遊び（生き物と触れる） 6 
チャレンジ遊び（竹馬・縄跳び・鉄棒など） 11
ごっこ遊び（ままごと・お話遊びなど） 10
協同する遊び（鬼ごっこ・砂場での遊びなど） 13
運動遊び（リレー・サッカー・サーキットなど） 4 
制作・造形遊び（折り紙・泥ダンゴなど） 7 
具体的な子どもの遊ぶ姿について語る保育者は，子ど
もの心の動きを受け止め，推測している。子どもの気持
ちやということやその遊びで子どもが達成しようとして
いることを探りながら，子どもに対する願いや遊びを通
しての工夫，成長を捉えている。
下記の表は，I 幼稚園，SI 幼稚園の保育者の「遊びこ
む」姿を具体的に捉えた場面について表 4 に記す。下線
は場面，波線は育っていく力や子どもの気持ちを表した。 
表４ I 幼稚園・SI 幼稚園のインタビュー② 
遊びこむ姿の具体的な様子について 
1 自然との関わり(池,ダンゴムシ,チョウ,トンボ,メ
ダカなど)心が動く。チャレンジする遊び(竹馬,フ
ープ,縄跳び,一輪車,鉄棒,けん玉,こま回しなど)自
信が育つ，身体を使って満足=達成感。自己と関
わる力，環境と関わる力，友達と関わる力。
2 砂場で山を作り，大きな山になって，トンネルを
掘って遊んでいた時，こちら側とあちら側とをつ
なげようと友達と真剣な表情で夢中になって，穴
を掘っていた。つながった時にとても喜んでいて，
達成感があった。ザリガニつりが好きで，毎日，
餌を持ってきて釣りをしている。繰り返し，繰り
返し遊んでいる。ザリガニとの駆け引き，工夫が
見られる。チャレンジ遊び(竹馬，縄跳び，一輪車，
鉄棒，けん玉，こま回しなど)やりたいという意欲
が出てきて，できた時に自信をもつ。満足が達成
感になる。 
3 砂場で山を作っているＡ児とＢ児，何度か作るが
崩れてしまう。どうすれば崩れにくくなるか友達
と一緒に考えている。いろいろなことを試して失
敗して成功するという経験をし，友達と共有して
いる。遊びの時間中，その遊びを楽しんだ。次の
日，昨日の経験を向いてどうするか友達と相談し
ている。
4 外遊びも好きだが，保育室でソフト大型積み木を
使って遊んでいる時，始めはバラバラで個々にソ
フト積み木を取り合って遊んでいた。椅子やトイ
動機を高めて活動する，夢中になって遊ぶ，遊びの深
まり，広がり，継続して遊ぶ，発展させて遊ぶ，つな
がり，考える，繰り返し，伝え合う，集中して遊んで
いる，主体的，協同性，黙々と遊び，向かっていく姿，
心を動かす，遊んでいる姿，盛り上がる，関わる，チ
ャレンジする遊び，挑戦していく，もう一度したい，
好きな遊び，興味をもつ，目を輝かせる，一生懸命に
している，考え合う姿，楽しい，こんな遊びがしたい，
自分のことを好きになる，先生も本気で遊ぶ，自分た
ちで役割を決める，自分たちで解決，状況判断，目的，
イメージ，真剣，試行錯誤，仲間（意識），思いっき
り，共有，実感等
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レに見立てあそびをしていた。「3 匹のヤギのがら
がらどん」を読んだことをきっかけに，橋を作り，
遊び出した。つなげて遊びだし，家に見立てたり，
ままごとで食べ物を作る，自分の部屋を作ったり，
そんな友達の様子を見て「面白そう」真似してや
ってみる。友だちがシーソーを作って遊んでいる
のを見て，刺激を受けてその遊びに加わっていた。
薄い長積み木ではうまくいかず，誰かが，厚い長
い積み木を探してきて，工夫したりして，関わり
が出てきた。一人でしていた子が，みんなからい
ろいろ言われて，一緒にするようになり，関わり
が出て来た。これから，大型積み木を入れたりし
て，他に何か準備をすると遊びがどうなっていく
のか楽しみです。
5 生き物が好きな子はずっと 1 人で生き物を探して
いる(ダンゴムシ)，見つける，触る，(生き物が好
き)，1 人で見つけているがとても集中している。
遊び込んでいると感じた。皆で遊んでいる時は，
まだ遊び込んでいるというところまでいっていな
いけれど，クラスで遊んだ鬼ごっこを好きな遊び
の時間に何人かが集まって，友達にしようと声を
掛け，逃げる人，鬼になる人を決めたり交代した
りする。鬼が多かった時に，自分から逃げる方に
変わる。年少児でまだ，浅いが自分たちで遊び出
している。主体性が見えてきた。
6 自分がしたいことを一種懸命に黙々と遊んでいる
姿で，挑戦する遊びの時は，いろいろな心の葛藤
を経験している。自分の力を信じて，頑張ろうと
取り組む姿は遊びこんでいると感じる。
7 運動会に向かって，年長児は自分の決めたチャレ
ンジ遊びをしている。竹馬，一輪車など始めはう
まくできないことも，できるようになりたいと思
う気持ちが段々と強くなって，コツをつかんでく
ると夢中になって，寸暇を惜しんで練習する姿は
遊びこむ姿と言える。
8 ままごとコーナーを 4 月から環境を考えて置いて
いるが，子どもたちが，「屋根をつけたい」「ドア
をつけたい」など，自分たちで工夫しだしている。
女の子たちのお姫様ごっこに広がっていて，自分
の意見ばかりは通らないが，みんなで「こうしよ
う」「こう決めたからこうしていこう」と遊んでい
る。
9 自分のクラスは，廃材を使って，作って遊ぶこと
が好き。自分の思っているもの，パソコン，カメ
ラ，ロボットなど集中して黙々と作って，うまく
廃材をつないで出来上がると，「先生見て！」と満
足している。クラスで遊んだ忍者ごっこが好きで，
家から巻物，地図を作ってもってきて，好きな遊
びの時にあたまに鉢巻や腕輪のようなものを巻い
て速走りなど，修行して遊んでいる。クラスの遊
びが好きになって 1 学期にした遊びが，夏休み明
けでも秋になっても，「今日は何の修行する？」と
友達と決めて，その気になって遊んでいる。
10 預かり保育の時に，年長児がコーンの上にマット
を乗せて基地を作って遊び出した。その遊びに年
少児が入れてもらう経験をしたことでそれがとて
も楽しかったようで，次の日に好きな遊びの時に
自分で考えて友達を誘って基地作りを始めた。マ
ットがうまく行の上に乗らなくて，場所を近付け
たり離したり，友だちと考えて工夫して遊んでい
る姿があった。年長児がその間にいなかったので
自分たちで何とかしようと考えて試行錯誤しなが
ら一生懸命している姿を見た時にこれは遊びこん
でいると思った。
上記の 2 園の保育者のほとんどが，好きな遊び（自由
遊び）の時に「遊びこむ」姿を捉えていた。子どもが主
体的に遊んでいる姿の中に「遊びこむ」姿を見つめてい
ることが考えられる。そこに，保育者のもつ専門性とし
て，子どもたちが遊ぶ様子をしっかりと捉え，興味や関
心，伸びようとしている力，育まれている力を見つけよ
うとしていると推測できる。
（3）遊びこませるための保育者の援助 
 「遊びこませる」ための保育者の援助はどのような援
助かについて表５に記す。 
表５ I 幼稚園・SI 幼稚園のインタビュー③ 
遊びこませるための保育者の援助について 
1 準備(環境構成)，きっかけ(チャンスを逃さない)
言葉，見守り(まなざし)  園の愛言葉（テーマ）
「好き，好き，大好き」をたくさん見つけていく。
2 環境・援助(言葉がけ)が大切だと思う。でも，保
育者が出すぎず，子どもの様子に応じて一緒にす
ることもあるし，そっと見守ることもある。周り
に伝えることもある，何が楽しいと思っているか
を見ていく。自分たちで一生懸命考えて取り組む
姿がきらきらしている。 
3 遊ぶ中で友達と考える中でどうしてもうまくいか
ない時や困っている時に少し声を掛け，考えるき 
っかけをつくる。見守り，必要に応じて援助して
いく。環境を整える。 
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4 子どもたちがやってみたり，発信したりすること
を見守ること。保育者が意図しすぎてしまうこと
が多いので，子どもたちに任せていき，子どもた
ちを認め，乗っていく，足していく。 
5 子どもがいろいろな事柄やものに興味を持てるよ
うに，興味が広がるように保育者が，環境構成を
する(物の配置，幼児の導線を考える) 子どもの様
子を見守る。幼児のつぶやきを聞く。幼児の思い
に共感する。 
6 しっかりと遊びを見て，一人一人の子どもの思い
を受け止めていくことが大切。あまり，口を出さ
ず，見守ることから始めて，少し手を貸した方が
いい時もあれば，四苦八苦しているような場面で
も，あえてその時は見守ることもある。必ず，そ
の後には「頑張っていたね」と認めることが必要
だと思う。その子がその遊びに対しての向かい方
を見て援助していくことが大事だと思っている。 
7 子どもが一生懸命になっていること，気持ちを受
け止めていく。子どもが考えたことや頑張ったこ
とは，認めていく。クラスの友達に伝え，共有し
ていく。「明日はどうしていくか」など話を聞いた
り，相談に乗ったりする。 
8 子どもたちが，楽しんでいる思いに寄り添う。見
守り，言葉がけ，状況に応じて関わっている。工
夫したところをクラスで伝える機会を持つ。 
9 子どもの遊びができるように環境を準備したり，
整えたりして，子どもたちの意欲が持てるように
環境構成をしている。自分は，すぐに声を掛けて
しまうので，見守り，子どもの思いに添えるよう
に気を付けている。 
10 まず一緒に遊ぶことで，子どもたちが楽しかった
経験をする。子どもと一緒になって楽しんでいた
らまたやってみようという気持ちになると思う。
自分たちで遊び始めた時に「楽しそうだね，面白
そうだね」と言葉がけをしてその気持ちに寄り添
ったり，認めたりしていく事が大事だと考える。 
インタビューを行った他の 3 園についても上記の表の
ようにまとめた（ここには抜粋で 2 園を記す）。 
 これらの調査の結果を鍵となる用語によって以下の四
つに分類した。
① 環境，環境構成，環境整備，きっかけ
② 見守り，まなざし，受け止め，共感
③ 言葉がけ，認め，ヒント，共有
④ 一緒にする，本気で遊ぶ，様子の応じる
 保育を展開していくために，①環境準備，環境構成は
不可欠である。幼児教育は，環境による教育であるとい
われていて，保育者の意識の中でも強く表れている。子
どもが五感をはたらかせ，いろいろ経験を積んでいくた
めにも，環境の影響は大きい。②保育者は，子どもたち
の興味や関心をもったこと，夢中に取り組んでいること
がとても「価値のある」ことを伝えることが大切だと考
えていることが理解できる。③は，保育者はその遊びが
発展し，友達と協同する遊びへつながっていくことを願
っている。④保育者も子どもと一緒にすることで，子ど
もの気持ちにより添い，そこから自分たちで役割分担，
問題解決できる力を付けていきたいという意図を感じる。 
さらに，保育者自身の課題を意識していることも伝わっ
てきた。子どもの「遊びこむ」姿を捉えようとする保育
者は，保育者自身の子どもの姿の捉え方や保育について
考える機会となっている。それゆえに，保育者も保育者
として成長していくのだと確信した。
（4）事例と考察 (研究会より) 
 インタビューを通して，保育者の援助について，保育
者はどうあるべきかと考えている。保育をしながら子ど
もの様子の様々さに直面しながら対応していることが読
み取れた。
保育者の存在，援助の重要性を小川が保育者の役割と
して，四つに構造化し，説明している 7。 
① 幼児の先に立ち，「モデルになる」ことにより，子ど
もは保育者に対して憧れの気持ちをもったり，安心
したりする。
② 幼児に並び，「共鳴する」ことにより，子どもは作業
に打ち込んだり，リズムを感じたりする。
③ 幼児と向き合い，「対話する」ことにより，保育者と
子どもがわかり合い，共感が得られる。
④ 幼児の後ろに立ち，「見守る」ことにより，保育者は
子どもの遊びをいっそう理解する。
このことを踏まえて，本調査の結果と比較すると下記
の表 6 の通りである。
表６ 保育者の役割＝援助 
① モデルになる ④  一緒にする、本気で遊ぶ
② 共鳴する ②④ 受け止め、共感、認め
③ 対話する ③  言葉がけ、認め、ヒント、共有
④ 見守る ①②  環境、環境構成、環境整備、
小　川 インタビュー
 保育者に必要なことは，「行為の中の省察」であると小
川は述べている。保育者は，幼児と遊びのノリを共有し
つつ，その遊び全体を掌握し，適時に，援助できる存在
である。
また，勅使 8 は，保育者の援助を「啐啄同時」という
言葉で記し，保育者と子どもや子どもたちとの気持ちが
ぴったりと一つになること，保育者が毎日の教育や保育
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の中で，その仕事に面白さや生きがいを感じるのはこの
「啐啄」や「啐啄同時」に似た経験を実感した時ではな
いかと述べている。
さらに河邉は，保育者の援助は一律でもなく，一定で
もありない。子どもの活動の展開を見つつ，機に応じて
いき，また，保育者側から仕掛けていき，子どもの活動
を刺激することもあると述べている 9。 
無藤は，幼児教育によって，意思，つまり自ら目的に
向かう力に変えることができる。体験的な活動が重要で，
幼児教育の現場はそれが特にできる場であると述べてい
る 10。 
 インタビューの中で，保育者は環境構成について，子
どもが遊びたくなる環境，子どもが必要だと感じて使え
るように準備しておくなど，「遊びこむ」には環境が非常
に重要であると応えている。保育者は子どもの遊びを支
えていくという援助として，環境構成が必要不可欠であ
る。思わず子どもが遊びたくなる環境，子どもが必要だ
と感じて使えるように素材，遊具などを準備しておくな
ど，「遊びこむ」に向かわせる環境が非常に重要であると
捉えている。
幼稚園での子どもたちが興味をもつように環境構成に
ついて，写真 1.2 を記す。 
写真 1 砂場の環境構成 
写真 2 ＢＱコーナー 
子どもたちが登園していく前に，昨日の遊びから今日
の好きな遊びの環境を構成し，遊びの広がりを考えて，
準備をしている。子どもたちが今，どんな遊びが好きな
のか，どんな遊びに発展していくのかを予想し，環境を
整えていく。使い易さ＝片付け易さも考え，遊びの途中
でも，子どもたちがしたいことができるように場所を移
動したり，再構成をしたりする場合もある。
写真 3．バーベキュー（以下 BQ と略す）コーナーは，
子どもが家族で経験したという話から始まった。園庭の
落ち葉を集めて BQ ごっこを始めた様子を見て，保育者
はより雰囲気が出るように，店や網，トングなどの環境
を構成している。子どもがその気になって遊べる仕掛け
がされている。写真 3 は，子どもたちが集まってきて
BQ をして遊んでいる。支援を要するＨ児がこの遊びが
好きで，園庭で拾った木を肉に見立て焼いている。言葉
で伝えられないところは，加配の保育者が，受け止め，
周りの友達も巻き込みながら一緒に楽しさを共感してい
た。
写真 3 ＢＱごっこの様子 
子どもの興味関心を湧き立たせる環境構成を考えて仕
掛けていくことは大切である。写真 1.2 のように保育者
が子どもの育ちに願いをもって関わり，仕掛けをしてい
くことで，子どもの心が動き出し，遊びが広がっていく。
また，保育者の関りによって，その遊びが友達に広がり，
協同する遊びに発展していく。その遊びを共有すること，
共感することが子どもの心をますます掻き立てる。園内
には，このように子どもの心を揺さぶる工夫があり，い
かに環境を活かしていくかということが重要であるか，
保育者の遊びの発展性や子どもの育ちを見極め援助して
いくことの重要性が確認できた。
幼稚園教育においては，教育内容に基づいた計画的な
環境をつくり出し，幼児期の教育における見方・考え方
を十分に生かし，その環境に関わって幼児が主体性を十
分に発揮して展開する生活を通して，望ましい方向に向
かって幼児の発達を促すようにすること，すなわち「環
境を通して行う教育」が基本となる。
写真 4.5 は，園内の靴箱の上，棚の上などに秋を感じ
させる展示をしているものである。子どもが身近に秋を
感じ，自分たちが制作したものを展示することでより親
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しめるようになっている。保育者の思いを言葉だけでな
く伝えていくために，環境構成をしていくことは，子ど
もたちが遊びに向かう意欲につながっていく。
写真 4 秋を感じる環境構成 
写真 5 子どもの制作 
４．まとめと今後の課題 
「遊びこむ」という慣用語は，幼児教育の中で生まれ，
育まれてきた専門用語といえるかもしれない。「遊びこ
む」という幼児教育のユニークな言葉は，現場の保育者
が自分の保育の質，保育者の援助を考えていく時に活か
されていくべき言葉である 11。 
今回，保育者へのインタビューを通して，「遊びこむ」
が保育者の間で共有され頻繁に活用されていることが立
証された。「遊びこむ」は，保育者の子どもへの願いや愛
情も問われる言葉であると推察した。その前提として，
子どもの学びの姿を捉える視点なっている。このインタ
ビュー調査を行ったことで，保育者自身が自分の保育を
振返るきっかけになったという意見が多くあった。保育
者は，子どもが夢中になって遊ぶ姿，つまり子どもが「遊
びこむ」姿をめざして日々の保育を展開している。しか
し，改めて「遊びこむ」姿を問われると，戸惑いがあっ
た。子どもの姿，自分の保育観をじっくりと見つめ直し
考えて答えていた。保育者は，自分の保育，クラスの子
どもたちの様子を改めて考え，自分のめざす保育，子ど
も像を見つめ直す機会になったという。つまり，保育者
間で園のテーマ，めざす子ども像についても確認し，共
有，連携していくことの重要性が見えてきた。「遊びこむ」
という幼児教育で活きている言葉に視点を当てること
で，互いの保育観を共有し，保育を向上する機会となっ
ていくと推察する。
 子どもが遊びに夢中になり，精いっぱい向かっていく
姿はとても価値がある。保育者は，子どもの遊びこむ姿
に興味関心，探求心，集中力，共感，協力，思考，意欲
など，子どもの成長していく要素がたくさんあると考え
ている。また，その中で様々な心の葛藤を経験していく。
その経験こそが子どもの成長にとって，かけがえのない
価値あるものだと考える。
この研究を通して，「遊びこむ」の姿を見つめる保育者
の視点の重要性，それを共有していくことが「遊びの質」
に対する保育者の意識を高めていくことにつながること
を確信した。今後に向けて，保育実践の中で，「遊びこむ」
姿，保育者の視点，援助について具体的な協議を行い，
保育者同士が「遊びこむ」姿を共有し，保育者の求める
「遊びの質」について保育現場にフィードバックさせて
いく必要がある。
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